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2.3 保管場所の入力地震動の算定 

2.3.1 保管場所における入力地震動の算定方針 

  保管場所における入力地震動は，水平方向及び鉛直方向に対して，解放基盤表面で

定義される基準地震動Ｓｓを基に，各保管場所における地震応答解析により算定する。

基準地震動Ｓｓは添付書類「Ⅵ-2-1-2 基準地震動Ｓｓ及び弾性設計用地震動Ｓｄの策

定概要」による。 

第 1，第 3，第 4保管エリアにおける地盤の地震応答解析は，一次元波動理論により

行う。解析コードは「SHAKE」，「microSHAKE/3D」及び「TDAPⅢ」を使用する。 

保管場所における入力地震動の算定フローを図 2－3に示す。 

図 2－3 保管エリアにおける入力地震動の算定フロー図 

解析条件の設定
（解析方針）

解析モデルの作成
（地質構造・地盤物性・材料物性）

地震応答解析

保管エリア等の地表面位置における
入力地震動の算定
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2.3.2 解析条件の設定 

(1) 地盤の解析用物性値

保管場所における地震応答解析に用いる解析用物性値及び地下構造モデルは，添付

書類「Ⅵ-2-1-3 地盤の支持性能に係る基本方針」に基づき設定する。 

地震応答解析に用いる地盤の解析用物性値を表 2－1，表 2－2に示す。 

添付書類「Ⅵ-2-1-3 地盤の支持性能に係る基本方針」に基づき，第 1，第 2，第 3

保管エリアには１，２号機エリアの解析用物性値及び地下構造モデルを，第 4 保管エ

リアには３号機エリアの解析用物性値及び地下構造モデルを用いる。保管場所等の位

置及び地盤の種別について図 2－4に示す。 

図 2－4 保管エリアの位置及び地盤の解析用物性値 

：１，２号機エリアの解析用物性値 

及び地下構造モデルを利用 

：３号機エリアの解析用物性値 

及び地下構造モデルを利用 
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表 2－1 地震応答解析に用いる地盤の解析用物性値（第１，第２，第３保管エリア） 

 

 

表 2－2 地震応答解析に用いる地盤の解析用物性値（第４保管エリア） 
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(2) 地下水位

第１保管エリア，第３保管エリア及び第４保管エリアにおける地震応答解析に用い

る地下水位は，可搬型重大事故等対処設備の保管場所及びアクセスルート周辺斜面の

評価と同様に地表面に設定する。 

第２保管エリアにおける地震応答解析に用いる地下水位は，Ⅵ-2-1-3「地盤の支持

性能に係る基本方針」における３次元浸透流解析の結果を用いて，地下水位を設定す

る。 

各保管場所における地下水位の設定を表 2－3に示す。 

表 2－3 各保管エリアにおける地下水位の設定 

対象 地下水位 

第１保管エリア 北側 EL 50m 

南側 EL 50m 

第２保管エリア 短辺方向断面 EL 25.2m 

長辺方向断面 EL 25.2m 

第３保管エリア 西側 EL 25m 

東側 EL 33m 

第４保管エリア 北側 EL 8.5m 

南側 EL 8.5m 

(3) 使用材料及び材料の物性値

第２保管エリアである輪谷貯水槽（西側）の使用材料を表 2－4に，材料の物性値

を表 2－5に示す。 

表 2－4 使用材料 

材料 仕様 

輪谷貯水槽（西側） 
コンクリート 設計基準強度 24.0N/mm2 

鉄筋 SD345 

表 2－5 材料の物性値 

材料 
ヤング係数

(N/mm2)

単位体積重量 

(kN/m3) 
ポアソン比 

輪谷貯水槽（西側） 2.5×104 24.0＊ 0.2 

注記＊：鉄筋コンクリートの単位体積重量を示す。 
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(4) 基準地震動Ｓｓ

保管場所等における地震応答解析に用いる基準地震動Ｓｓは，添付書類「Ⅵ-2-1-

2 基準地震動Ｓｓ及び弾性設計用地震動Ｓｄの策定概要」に基づき，水平方向及び鉛

直方向に対して，解放基盤表面で定義される基準地震動Ｓｓを用いる。 
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2.3.3 地震応答解析モデルの作成 

地震応答解析モデルは，各保管場所において，周辺の地質構造を考慮して作成する。

なお，第 2 保管エリアは淡水貯水槽上に設定されており，地盤及び構造物をモデル化

する。 

地震応答解析モデルは，評価対象地点近傍のボーリング調査等の結果に基づき作成

した地質断面図を基に作成する。敷地内で実施したボーリング調査位置を図 2－5 に，

地質断面図及び地質断面図作成にあたり参照したボーリング調査位置を図 2－6，図 2

－8，図 2－10 及び図 2－12 に示す。 

第 1，3，4 保管エリアについては，作成した地質断面図を基に，地表面加速度に影

響を及ぼす速度層の分布に着目し，保管場所ごとに地震応答解析モデルの作成位置を

選定する。第 2 保管エリアについては，作成した地質断面図を基に地震応答解析モデ

ルを作成する。地震応答解析モデルを図 2－7，図 2－9，図 2－11 及び図 2－13 に示

す。 
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図 2－5 地震応答解析モデル作成位置  

7



 

 

 

図 2－6 第１保管エリアの地質断面図 

【凡例】
：地質断面図位置
：１・２号機調査他

ボーリング位置
：その他調査ボーリング位置
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図 2－7(1) 第１保管エリア（北側）の地盤応答解析モデル 

 

 

図 2－7(2) 第１保管エリア（南側）の地盤応答解析モデル 
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図 2－8(1) 第２保管エリア（短辺方向断面）の地質断面図 
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図 2－8(2) 第２保管エリア（長辺方向断面）の地質断面図 
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図 2－9(1) 第２保管エリア（短辺方向断面）の地盤応答解析モデル 

 

 

図 2－9(2) 第２保管エリア（短辺方向断面）の地盤応答解析モデル（拡大図） 

  

内水位 

第２保管エリア① 
第２保管エリア② 

第２保管エリア③ 
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図 2－9(3) 第２保管エリア（長辺方向断面）の地盤応答解析モデル 

 

 

 

 

 

 

図 2－9(4) 第２保管エリア（長辺方向断面）の地盤応答解析モデル（拡大図） 
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第２保管エリア⑪ 
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図 2－10 第３保管エリアの地質断面図  

【凡例】
：地質断面図位置
：１・２号機調査他

ボーリング位置
：３号機調査他ボーリング位置
：その他調査ボーリング位置
：オフセットＶＳＰ探査起振点
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図 2－11(1) 第３保管エリア（西側）の地盤応答解析モデル 

 

 

図 2－11(2) 第３保管エリア（東側）の地盤応答解析モデル 
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図 2－12 第４保管エリアの地質断面図  

【凡例】
：地質断面図位置
：１・２号機調査他

ボーリング位置
：３号機調査他ボーリング位置
：その他調査ボーリング位置
：オフセットＶＳＰ探査起振点
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図 2－13(1) 第４保管エリア（北側）の地盤応答解析モデル 

 

 

図 2－13(2) 第４保管エリア（南側）の地盤応答解析モデル 
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2.3.4 地震応答解析に用いる地震動 

地震応答解析に用いる地震動は，解放基盤表面で定義される基準地震動Ｓｓを，一

次元重複反射理論により地震応答解析モデルの底面位置で評価したものを用いる。 

なお，地震応答解析に用いる地震動の設定に用いる地下構造モデルは，添付書類「Ⅵ

-2-1-3 地盤の支持性能に係る基本方針」に記載の地下構造モデルを用いる。表 2－4

に地下構造モデルを示す。なお，第１，第２，第３保管エリアには１，２号機エリア

の地下構造モデルを，第４保管エリアには３号機エリアの地下構造モデルを用いる。 

地震応答解析に用いる地震動算定の概念図を図 2－14 に示す。地震応答解析に用い

る地震動の算定には，解析コード「SHAKE」，「microSHAKE/3D」及び「TDAPⅢ」を使

用する。 

 

表 2－4(1)  入力地震動の設定に用いる地下構造モデル 

（１，２号機エリア） 

 

 

表 2－4(2)  入力地震動の設定に用いる地下構造モデル 

（３号機エリア） 
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図 2－14 地震応答解析に用いる地震動算定の概念図 
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 2.3.5 地震応答解析における解析ケース 

保管場所における入力地震動の算定においては，地盤物性のばらつきの影響を考慮

するため，表 2－5に示す解析ケースを設定する。 

第１保管エリア，第３保管エリア及び第４保管エリアは主としてＣＭ級岩盤，ＣＨ級

岩盤が分布し，これらの地盤が地震時に保管場所における入力地震動に影響を与える

と判断されることから，これらの岩盤の動せん断弾性係数のばらつきを考慮した入力

地震動を算定する。 

第２保管エリアは主として埋戻土が分布し，地震時に保管場所における入力地震動

に影響を与えると判断されることから，埋戻土の初期せん断弾性係数のばらつきを考

慮した入力地震動を算定する。 

 

表 2－5 地震応答解析における解析ケース 

解析ケース 

第１保管エリア， 

第３保管エリア及び 

第４保管エリア 

第２保管エリア 

地盤物性（岩盤） 

（Gd：動せん断弾性係数） 

地盤物性（埋戻土） 

（G0：初期せん断弾性係数 ） 

解
析
ケ
ー
ス 

ケース① 

（基本ケース） 
平均値 平均値 

ケース② 平均値＋1σ 平均値＋1σ 

ケース③ 平均値-1σ 平均値-1σ 
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別紙 3 

 

保管エリアにおける地盤の振動特性について 

 

1.  保管エリアの最大応答 

本資料は，図 1に示す保管エリア等における地盤の振動特性として，保管エリアの地震応

答解析モデルの解析ケース①（基本ケース）における最大加速度分布図，最大変位分布図及

び最大ひずみ分布図を示すものである。 

地震応答解析により算出された，保管エリア等の最大加速度分布図，最大変位分布図及び

最大ひずみ分布図を図 2～図 8に示す。 

 

 

図 1 保管エリアの位置図 
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図 2(1) 第１保管エリア北側（⽔平⽅向） 

 

   
図 2(2) 第１保管エリア北側（鉛直⽅向） 
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図 3(1) 第１保管エリア南側（⽔平⽅向） 

 

   
図 3(2) 第１保管エリア南側（鉛直⽅向） 
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